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一般社団法人日本医療経営実践協会 主催

「新春講演会」&
「新春の集い」

●新春講演会 講演テーマ

第Ⅰ部 ： 医療経営士（会員）   無料 

 介護福祉経営士（会員）   1,000円

 一　般   3,000円

第Ⅱ部 ： 医療経営士（会員）   3,000円 

 介護福祉経営士（会員）   5,000円第Ⅰ部 ： 6階セミナールーム1　第Ⅱ部 ： レセプションホール
富士ソフト アキバプラザ（東京都千代田区神田練塀町３）

まえだ・よしこ●公益
社団法人日本女医会会
長。1989年、東京女子医科大学卒業。96
年、米国アルバートアインシュタイン医
科大学、イエール大学研究員。2007年、
東京女子医科大学附属青山病院泌尿器科
部長。17年3月より現職。日本泌尿器科学
会専門医・指導医、泌尿器腹腔鏡技術認定
医、日本がん治療認定医。一般社団法人至
誠会理事、腎癌研究会運営委員、東京スト
ーマリハビリテーション研究会世話人。
専門は泌尿器悪性腫瘍、女性泌尿器疾患
など。

2019年

講師

P r o f i l e

前田佳子先生

開催日
参加費

会　場

2019年2月2日圡
主催者挨拶　15：00～15：10
第Ⅰ部 ： 新春講演会 15：10～16：10
第Ⅱ部 ： 新春の集い 16：20～18：30（懇親会、会員のみ）

申込締切：2019年1月18日㊎

女性医師が考える
「働き方改革と
これからの地域医療」
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来
を
切
り
拓
こ
う
と
し
て
い
る

姿
を
、
た
い
へ
ん
誇
ら
し
く
思

い
ま
す
。

　

昨
年
10
月
20
、
21
日
の
２
日

間
、
札
幌
に
て
開
催
い
た
し
ま

し
た
第
７
回
「
全
国
医
療
経
営

士
実
践
研
究
大
会
」
は
、
全
国

か
ら
延
べ
４
０
０
人
が
集
い
、

激
変
の
時
代
に
医
療
経
営
士
が

成
す
べ
き
「
挑
戦
と
創
造
」
に

つ
い
て
、
共
に
考
え
議
論
す
る

貴
重
な
場
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
「
医

療
経
営
に
関
す
る
研
究
助
成
」

の
中
間
報
告
も
行
わ
れ
、
い
ず

れ
も
研
究
成
果
に
期
待
が
高
ま

る
内
容
で
し
た
。
次
回
は
本
年

11
月
、
仙
台
で
の
開
催
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
医
療
経
営
士
に

よ
る
年
に
１
度
の
研
究
発
表
の

場
と
し
て
、
さ
ら
な
る
充
実
に

努
め
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

　

平
成
最
後
と
な
る
本
年
は
、

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
を
来
年
に
控
え
、
大

３
９
８
人
が
合
格
さ
れ
ま
し

た
。
２
級
の
受
験
者
累
計
は

５
３
３
４
人
、
合
格
者
累
計
は

１
４
２
６
人
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

「
医
療
経
営
士
３
級
」試
験
は
、

昨
年
３
回
（
第
23
回
、
第
24
回
、

第
25
回
）
実
施
し
、
８
４
２
４

人
が
受
験
、
３
９
１
１
人
が
合

格
さ
れ
ま
し
た
。
３
級
の
受
験

者
累
計
は
３
万
５
３
５
４
人
、

合
格
者
累
計
は
１
万
５
９
４
９

人
に
の
ぼ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
医
療
経
営
士
が

順
調
に
増
え
続
け
て
い
る
背
景

に
は
、
皆
様
の
実
践
と
努
力
の

積
み
重
ね
が
あ
り
ま
す
。
い
ま

や
全
都
道
府
県
に
医
療
経
営
士

が
お
り
、
そ
の
勤
務
先
は
医
療

機
関
を
は
じ
め
、
自
治
体
、
金

融
機
関
、
医
薬
品
製
造
・
卸
売
、

医
療
関
連
企
業
と
多
岐
に
わ
た

り
ま
す
。
医
療
経
営
士
の
名
の

下
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
、
職

種
の
方
が
、
各
活
動
の
場
に
即

し
た
力
を
発
揮
し
、
時
に
は
医

療
経
営
士
同
士
で
協
力
し
合
い

な
が
ら
、
わ
が
国
の
医
療
の
未

　

新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
清
々
し
く
新
春

を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

医
療
経
営
士
数
は
昨
年
１
月

時
点
よ
り
約
３
０
０
０
人
増

え
、
１
万
３
１
７
人
と
１
万
人

を
突
破
い
た
し
ま
し
た
。

「
医
療
経
営
士
１
級
」は
、昨
年

12
月
に
第
６
回
試
験
の
合
格
発

表
が
あ
り
、
11
人
が
合
格
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
１
級

合
格
者
は
65
人
と
な
り
ま
し
た
。

「
医
療
経
営
士
２
級
」試
験
は
、

昨
年
２
回
（
第
15
回
、
第
16
回
）

実
施
し
、１
３
１
８
人
が
受
験
、

き
な
変
化
と
飛
躍
に
向
け
た
１

年
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
働
き
方
改
革
や
２
０
２
５

年
問
題
な
ど
、
医
療
を
め
ぐ
る

状
況
は
相
変
わ
ら
ず
厳
し
く
、

10
月
に
は
消
費
税
増
税
も
予
定

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
社
会
変
化
の
中
で
、
従
来
通

り
の
経
営
を
漫
然
と
続
け
て
い

る
だ
け
で
は
、
そ
の
流
れ
に
乗

り
遅
れ
て
し
ま
う
こ
と
は
自
明

で
あ
り
ま
す
。

　

医
療
経
営
士
の
皆
様
に
は
、

経
営
の
面
か
ら
地
域
医
療
を
支

え
よ
う
と
い
う
志
を
抱
い
て

「
挑
戦
と
創
造
」
を
続
け
、
変

化
と
飛
躍
の
原
動
力
と
な
る
べ

く
使
命
感
を
持
っ
て
突
き
進
ん

で
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
て

お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
自
ら
の

果
た
す
役
割
を
明
確
に
し
、
実

践
的
な
能
力
開
発
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
「
挑

戦
と
創
造
」
の
年
と
な
る
こ
と

を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年

の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

吉原健二
代表理事

実
践
と
成
果
の
積
み
重
ね
が

医
療
経
営
士
増
に
つ
な
が
る

全
国
の
医
療
経
営
士
が

変
化
と
飛
躍
の
原
動
力
に
！

一
般
社
団
法
人
日
本
医
療
経
営
実
践
協
会
は
、２
０
１
０
年
７
月
の
設
立
か
ら
８
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

登
録
会
員
数
は
昨
年
よ
り
３
０
０
０
人
増
え
、つ
い
に
１
万
人
の
大
台
を
超
え
ま
し
た
。

新
た
な
年
、さ
ら
な
る
飛
躍
を
目
指
し
、吉
原
健
二
代
表
理
事
よ
り
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

謹
賀
新
年

医
療
経
営
士
１
万
人
の「
挑
戦
と
創
造
」で

医
療
の
未
来
を
切
り
拓
く
！



8,640円（税込）

【お問い合わせ・お申し込み先】　一般社団法人日本医療経営実践協会事務局　☎03-5296-1933　http://www.JMMPA.jp/

医療経営士 資格認定試験3級 受
験エントリー

2019年
1月7日⺼
受付開始!

同僚や
知り合いの方に
ご紹介ください

第26回「医療経営士3級」

受験資格

試験会場
（予定）

受験料
※手数料別途

団体受験	 ◇受験者10名を超える場合、団体としてまとめてお申し込みできます。
	 ◇一定の条件を満たした場合、認定会場制度をご利用できます。※審査があります

年齢、学歴、国籍等の制約はありません

札幌・盛岡・仙台・東京・金沢・名古屋・大阪
広島・高松・福岡・鹿児島・沖縄

医療経営士　資格認定試験　日程

試験日

2019年1月28日⺼受験料支払締切日

2019年1月7日⺼～1月25日㊎受験エントリー期間

33日2019年
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勝
機
は
あ
る
。
外
部
環
境
が
変

化
し
て
も
勝
ち
残
る
イ
メ
ー
ジ

を
見
出
せ
る
か
が
重
要
だ
」
と

述
べ
た
。

　

ま
た
、
戦
略
の
階
層
、
戦
略

と
戦
術
の
違
い
に
つ
い
て
解
説

し
た
あ
と
、「
介
護
福
祉
経
営

士
に
は
全
社
戦
略
や
事
業
戦

略
、
ビ
ジ
ョ
ン
、
企
業
理
念
の

策
定
ま
で
か
か
わ
っ
て
い
け
る

よ
う
な
ス
キ
ル
を
目
指
し
て
ほ

し
い
」
と
呼
び
か
け
た
。

　

講
演
終
了
後
は
講
師
に
対
す

る
質
疑
応
答
の
ほ
か
、
参
加
者

同
士
の
交
流
タ
イ
ム
が
設
け
ら

れ
、
医
療
経
営
士
・
介
護
福
祉

経
営
士
が
熱
心
に
意
見
交
換
を

行
う
姿
が
見
ら
れ
た
。

　

関
東
支
部
甲
信
越
支
局
で

は
、
今
後
も
定
期
的
に
研
究
会

を
開
催
し
、
甲
信
越
地
域
の
医

療
経
営
士
の
活
動
を
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
し
て
い
く
。
ぜ
ひ
多
く
の

方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
た
い
。

新潟で初めて開催された研究会。参加者は講演に
熱心に耳を傾けた

日
本
医
療
経
営
実
践
協
会
関
東
支
部
は
、甲
信
越
地
域（
山
梨・長
野・新
潟
）に
お
け
る
研
究
会
活
動
の
活
発
化
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
目
的
に

甲
信
越
支
局
を
開
設
。12
月
８
日（
土
）に「
医
療
経
営
士・介
護
福
祉
経
営
士 

第
１
回
新
潟
合
同
研
究
会
」を
新
潟
ユ
ニ
オ
ン
プ
ラ
ザ（
新
潟
市
中
央
区
）で

開
催
し
た
。医
療
機
関
や
製
薬
企
業
の
医
療
経
営
士
を
中
心
に
40
人
が
参
加
し
た
当
日
の
模
様
を
レ
ポ
ー
ト
す
る
。

関
東
支
部
が
甲
信
越
支
局
を
開
設

新
潟
で
初
の
研
究
会
を
開
催
!

成
果
達
成
に
向
け
て
他
人
の
活
動
を

調
整
す
る
こ
と
が
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト外

部
環
境
が
変
化
し
て
も

勝
ち
残
れ
る
戦
略
を
描
こ
う

　

第
１
回
新
潟
合
同
研
究
会
の

テ
ー
マ
は
「
医
療
・
介
護
に
お

け
る
各
法
人
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

事
例
と
今
後
の
戦
略
」。
社
会

医
療
法
人
新
潟
勤
労
者
医
療
協

会
下
越
病
院
常
務
理
事
で
医
療

経
営
士
１
級
の
富
樫
由
希
夫
氏

と
サ
ニ
ー
ウ
イ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

代
表
・
施
設
長
で
介
護
福
祉
経

営
士
１
級
の
皆
川
敬
氏
が
講
師

を
務
め
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
構
築
に
向
け
た
自
法
人

の
取
り
組
み
事
例
と
事
業
戦
略

を
解
説
し
た
。

　

は
じ
め
に
富
樫
氏
が
登
壇
。

下
越
病
院
の
役
割
と
し
て
、
①

地
域
の
中
核
的
な
医
療
機
関
、

②
地
域
の
政
策
的
な
医
療
の
実

践
、
③
地
域
医
療
の
担
い
手
づ

く
り
、
④
新
潟
民
医
連
の
セ
ン

タ
ー
病
院
―
―
の
４
つ
を
挙

げ
、
列
車
事
故
を
想
定
し
た
消

防
署
と
の
合
同
訓
練
や
地
域
住

　

続
い
て
登
壇
し
た
皆
川
氏
は

近
年
サ
ニ
ー
ウ
イ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
が
注
力
し
て
い
る
介
護
保
険

外
サ
ー
ビ
ス
の
具
体
例
と
し

て
、
会
員
制
の
ご
用
聞
き
サ
ー

ビ
ス
「
ひ
な
た
相
談
所
」、
新

潟
市
内
に
20
か
所
以
上
の
販
売

拠
点
を
持
つ
移
動
販
売
事
業

「
お
れ
ん
じ
マ
ー
ト
」
を
紹
介
。

同
グ
ル
ー
プ
の
全
社
戦
略
が

「
高
齢
者
の
お
困
り
ご
と
解
決

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の
実

現
」
で
あ
る
こ
と
に
触
れ
、「
自

ら
作
り
出
し
た
競
争
優
位
性
・

模
倣
困
難
性
の
高
い
サ
ー
ビ

ス
・
市
場
で
戦
え
ば
弱
者
で
も

民
を
対
象
と
す
る
保
健
予
防
活

動
な
ど
を
紹
介
し
た
。

　

一
方
、
医
療
機
関
の
事
務
職

員
の
役
割
に
つ
い
て
は
、「
医

療
の
質
の
向
上
」
と
「
医
療
の

効
率
化
」
と
い
う
二
律
背
反
す

る
課
題
の
解
決
に
向
け
て
、
個

人
が
単
独
で
は
な
し
え
な
い
結

果
を
達
成
す
る
た
め
に
他
人
の

活
動
を
調
整
す
る
行
動
（
＝
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
）
を
起
こ
す
こ
と

が
大
切
で
、
行
動
を
成
果
に
つ

な
げ
る
こ
と
の
で
き
る
人
財
こ

そ
が
医
療
経
営
士
で
あ
る
と
訴

え
た
。

介護福祉経営士1級の皆川氏 医療経営士1級の富樫氏

関東支部甲信越支局
1月19日（土）に
第1回山梨研究会を開催!

●日時：1月19日（土）13：30～15：30
●テーマ：これからの時代に求められる
	 医療経営士の専門性とは
●講師：中村彰吾氏（公益社団法人医療・病院管理
	 研究協会常任理事、本協会参与）
●会場・参加費：調整中
　※協会ホームページにてご案内します
●お問い合わせ先：関東支部甲信越支局（担当：湯本）
	 TEL：03-3256-2885
	 e-mail：m-yumoto@jmp.co.jp

関東支部甲信越支局では、研究会の企画・運営にご協力い
ただける会員の方を募集中です。山梨・長野・新潟におけ
る医療経営士の活動をともに盛り上げていきましょう。ご
興味のある方はお気軽にお問い合わせください。

中村彰吾氏
が登壇!

開催概要
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（
日
本
医
療
企
画
刊
）
で
は
、

こ
れ
か
ら
の
医
療
機
関
の
あ
り

方
、求
め
ら
れ
る
経
営
の
視
点
、

地
域
に
お
け
る
役
割
を
考
え
る

う
え
で
の
ヒ
ン
ト
を
得
る
こ
と

を
目
的
に
、「
医
療
×
経
営
×

未
来 

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
セ
ミ
ナ

ー
」
を
企
画
。
毎
回
、
医
療
の

将
来
を
見
据
え
、
先
駆
的
な
挑

戦
を
し
て
い
る
医
療
経
営
の
フ

ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー
を
講
師
に
招

き
、
自
院
・
自
組
織
の
取
り
組

み
や
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
、
次
世
代

の
医
療
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た

だ
く
。

　
１
月
30
日
（
水
）
に
開
催
さ

れ
る
第
1
回
で
は
、
横
須
賀
共

済
病
院
病
院
長
の
長
堀
薫
氏
が

「
医
療
を
変
革
し
地
域
を
元
気

に
す
る
〝
Ａ
Ｉ
ホ
ス
ピ
タ
ル
〟

の
挑
戦
」
を
テ
ー
マ
に
登
壇
。

全
国
で
も
高
い
診
療
実
績
を
誇

る
横
須
賀
共
済
病
院
が
、
医
療

の
効
率
化
や
医
療
従
事
者
の
負

担
軽
減
、
患
者
満
足
度
の
向
上

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
Ａ

Ｉ（
人
工
知
能
）を
活
用
し
た
診

療
時
記
録
の
自
動
文
書
化
な
ど

に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

　
ま
た
、
３
月
２
日
（
土
）
開

催
の
第
２
回
で
は
、
フ
ァ
ル
メ

デ
ィ
コ
株
式
会
社
代
表
取
締
役

社
長
、
医
療
法
人
嘉
健
会
理
事

長
の
狹
間
研
至
氏
が
「
薬
局
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
３・０
と
新
た
な

医
療
環
境
の
創
造
（
仮
）」
を

テ
ー
マ
に
講
演
す
る
予
定
だ
。

　
医
療
経
営
の
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン

ナ
ー
の
考
え
や
価
値
観
に
触

れ
、
交
流
を
持
つ
こ
と
の
で
き

る
貴
重
な
機
会
。
多
く
の
医
療

経
営
士
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
る
。

東北地域の発展に向けて
医療・介護連携のあり方を考察

医療×経営×未来 ハイブリッドセミナー
第1回開催が1月30日氺に決定!

支部NEWS 東 北 支 部 地域医療の未来創造会議  i n  東北
～患者視点から考える医療経営セミナー～

　東北支部は11月17日（土）、宮城県仙台
市において「地域医療の未来創造会議 in 
東北～患者視点から考える医療経営セミ
ナー～」（主催：株式会社日本医療企画）を
開催した。
　第1部の基調講演では長英一郎氏（東
日本税理士法人代表社員・所長、医療経営
士１級）が「30年同時改定後の課題と展
望～医療機関の最新事例を踏まえて～」
をテーマに登壇。同時改定の重要トピッ
クスを振り返りながら、AIやロボット、
外国人材の活用に関する医療機関の最新

事例を自身の現場見学・実習体験に基づ
いて紹介した。一方、これからの医療経営
について長氏は、「厳しい経営環境のな
か、病院の利益だけを優先してしまうと、
現場のモチベーションが低下してしまう
ことがあります」と指摘。「患者にとって
何が一番かを考え、患者と経営のバラン
スをとることが必要」と訴えた。
　続く第2部のトークセッション「地域
全体で支える医療・介護・福祉・生活の連
携～競争から協調へ～」では、はじめに佐
藤俊男氏（地方独立行政法人山形県・酒田
市病院機構医療連携担当参事）が庄内地
域の人口動態や高齢化率の推移を示しな
がら、地域医療連携推進法人「日本海ヘル

スケアネット」の取り組みを解説。その
後、長氏との議論を通して、地域の医療機
関・介護施設等が患者視点に立って協調
していくことの大切さを説いた。
　当日は医療機関職員だけでなく、金融
機関・製薬企業勤務者が参加。「最新の事
例が聞けて非常に参考になった」など、満
足度の高い感想が多数寄せられた。

熱い議論を交わした佐藤氏（左）と長氏

患者視点に立って
地域全体が協調することが大切

　
医
療
機
関
を
取
り
巻
く
環
境

が
厳
し
さ
を
増
す
な
か
、
医
療

経
営
士
を
は
じ
め
と
す
る
経
営

人
材
に
は
目
先
の
課
題
解
決
に

と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
先
を

見
据
え
マ
ク
ロ
な
視
点
で
医
療

機
関
や
地
域
の
あ
り
方
を
模
索

し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
役

割
を
担
う
こ
と
は
決
し
て
容
易

で
は
な
い
。

　
そ
こ
で
、
医
療
経
営
士
応
援

マ
ガ
ジ
ン『
月
刊
医
療
経
営
士
』

医
療
経
営
の
先
駆
者
が

未
来
に
向
け
た
挑
戦
を
語
る

第
１
回
講
演
テ
ー
マ
は

「
Ａ
Ｉ
ホ
ス
ピ
タ
ル
」

第１回の講師・長堀薫氏

『月刊医療経営士』
プレゼンツ

医療×経営×未来 
ハイブリッドセミナー 
開催日程

【第１回】
●日時：1月30日（水）14：00～ 16：00
●テーマ：医療を変革し地域を元気にする
	 〝AIホスピタル〟の挑戦
●講師：長堀薫氏（横須賀共済病院病院長）

【第２回】
●日時：3月2日（土）14：00～ 16：00
●テーマ：薬局マネジメント3.0と
	 新たな医療環境の創造（仮）
●講師：狹間研至氏
	 （ファルメディコ株式会社代表取締役社長、
	 医療法人嘉健会理事長）

●会場：日本医療企画ニッテンセミナールーム
	 （東京都千代田区）
●参加費：『月刊医療経営士』定期購読者5,000円
　（税込）	 医療経営士・医療機関勤務者7,000円
	 一般10,000円
●主催：株式会社日本医療企画
●協力：日本医療経営実践協会関東支部
●お問い合わせ先：株式会社日本医療企画関東支社　
	 TEL 03-3256-2885（担当：湯本）



賀
正

医療経営士のさらなる飛躍に向けた1年へ
法人正会員一同、協会のますますのご発展をお祈り申し上げます。
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事務局掲示板 P I C K  U P  研究会

2019年「新春講演会」＆「新春の集い」
2月2日（土）に東京で開催!

　2月2日（土）、当協会主催の「新春講演会」および「新
春の集い」を開催します。
　第Ⅰ部「新春講演会」では、医師で公益社団法人日本女
医会会長を務める前田佳子先生が登壇。「女性医師が考える

『働き方改革とこれからの地域医療』」をテーマにお話しいた
だきます。
　第Ⅱ部「新春の集い」では、ささやかながら宴席を設けます。
相互交流を図る機会として、ぜひご参加ください。

第6回「医療経営士1級」資格認定試験
11人が合格し、合格者累計は65人に

　12月25日（火）、第6回「医療経営士1級」資格認定試験・
第二次試験の合格発表が行われ、11人が合格。これにより
1級試験の合格者累計は65人になりました。次号で、第6回
1級試験の合格者を紹介する予定です。

1/18　九州支部

　九州支部では、新人教育をテーマに第3回
福岡県南部医療経営交流会を開催する。
　講師は医療法人聖峰会田主丸中央病院の吉
岡祐江氏と永野卓也氏。両氏が中心となり、
病院の枠を超えて開催している「若手事務職
員勉強会」の事例発表とグループワークを通
して、新人教育の課題とその解決策を検討す
る。

■日時
　1月18日（金）19：00～20：30
■会場
　生涯学習センターえーるピア久留米
　207学習室（福岡県久留米市）
■参加費（税込）
　500円
■お問い合わせ先
　日本医療経営実践協会九州支部
　TEL：092-418-2828（担当：上津原）

第3回福岡県南部医療経営交流会
「新人教育」帰属意識の構築と離職防止

1/19　関西支部

　RPAを利用した働き方改革をテーマに第
15回関西医療経営勉強会が開催される。
　RPA（Robotic Process Automation）
とは、ロボットによる業務自動化のことで、
従来より少人数で生産性を高める手段として
注目を集めている。勉強会では株式会社ベネ
ストの益田敏治氏が講師を務め、医療機関に
おける活用事例を紹介する。

■日時
　1月19日（土）15：00～17：00
■会場
　EY新日本有限責任監査法人大阪事務所37階
　セミナールーム（大阪府大阪市）
■参加費（税込）
　無料
■お問い合わせ先
　西宮協立脳神経外科病院　前田
　e-mail:maeda.s@nk-hospital.or.jp

第15回関西医療経営勉強会
RPAを利用した働き方改革の紹介

開催日 開催支部 テーマ 講　師

日本医療経営実践協会  支部研究会スケジュール

1月18日（金）
九州 第3回福岡県南部医療経営交流会

「新人教育」帰属意識の構築と離職防止
吉岡祐江氏（医療法人聖峰会田主丸中央病院）／
永野卓也氏（医療法人聖峰会田主丸中央病院）

関東 第19回神奈川研究会　非医師職の生産性をどう評価するか
～臨床工学技師業務を事例に～（仮）

相嶋一登氏（横浜市医療局病院経営本部課長補佐、横浜市立
 市民病院臨床工学部医療機器管理担当係長）

1月19日（土）
関東 第1回山梨研究会

これからの時代に求められる医療経営士の専門性とは
中村彰吾氏（公益社団法人医療・病院管理研究協会常任理事、
 本協会参与）

関西 RPAを利用した働き方改革の紹介 益田敏治氏（株式会社ベネスト、NTTデータ公式WinActor
 初級認定講師）

1月26日（土） 関東
合格者のつどい
全国医療経営士実践研究大会札幌大会 演題発表プレイバック　
ほか

山田智氏（日敏会浜野長嶋内科経営企画室長）／
網代祐介氏（光仁会第一病院医療福祉連携室室長）／
金城悠貴氏（済生会横浜市東部病院医事企画室室長）

1月30日（水） 関東 医療×経営×未来 ハイブリットセミナー　第1回
医療を変革し地域を元気にする“AIホスピタル” の挑戦 長堀薫氏（横須賀共済病院病院長）

※日程等は変更になる場合があります。詳細は協会ホームページでご確認ください。

当協会の小川眞史理事（株式会社エスアールエル アドバイザー、
一般社団法人日本衛生検査所協会理事）が次期参議院議員通常
選挙において自由民主党参議院比例区からの出馬を表明されま
した。当協会では小川理事の活動を応援していきます。


